
“あきらめない”ための必須条件

●踏ん張り1

あともう一歩を踏み止まる力
とど

せ    い

　「このピンチは乗り越えられない」と経営者が
感じた時でも、冷静に考えれば「まだ打つ手が
ある場合が少なくない」と川原氏は指摘する。
　ピンチの下でも自分の生活水準は以前のま
まで、浪費を続けていたり、広い土地を保有し
ていたり、自社ビルを自社だけで専有していた
り。それを改善するだけで、生き残る可能性が

はるかに高くなる。
　生活水準を下げ、土地を売却し、自社ビル
の一部を賃貸物件にする。こうした手法で「思
ったよりも早く復活する会社もある」という。
　経営者が積極的に努力し、浪費に当たる部
分を徹底的に排除する。その土壇場の頑張り
で、生き延びることができるのだ。

　経営者の中には、ピンチに陥った時に「自
分の所為ではない。世の中が悪いのだ」と自
己逃避する傾向がある人がいるという。
　「だが経営者であるからには、『すべての責任
を自分が負う』気概が必要」と川原氏は言う。
　たとえば不況や為替変動のような国家レベ
ルの影響についてでも「自分の力で世の中を

良い方向へ変えられるのではないか」と前向き
に受け止めることが肝要だ。
　中小企業の経営者ではどうしようもないこと
かもしれない。だが、そういう気持ちで前向きに
行動する経営者には魅力がある。社員や取引
先からも信頼される。些細な困難では揺るがな
い強い絆が生まれるのだ。

　創業社長には、長年、苦楽を共にした参謀
がいるだろう。だが事業を受けついだ後継社長
は、先代からの人材を引き継ぐことになる。結
果的に後継社長は、自分を支える人材を見出
しにくい環境にいる。
 「経営の相談相手がいないため、問題を一人
で抱え込む後継社長が多い」と川原氏は言う。

　ピンチの時、経営者は冷静さを失いやすい。
頭に血が上り、怒りっぽくなったり、必要以上
に落ち込んで、ふさぎ込んだり。そんな経営者
に、冷静な視点でアドバイスできる参謀がいれ
ば、ピンチを克服する方法を多角的に検証でき
る。信頼して相談できるナンバー２をつくること
で、会社が生き残る可能性も高まるのだ。

●意識改革2

他人の所為にしない心構え

●参謀の存在3

相談できるナンバー２をつくる
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│土壇場を乗り越えるには……│

・努力を怠らない

・誠意を持って対応する

・感謝の気持ちを忘れない

たとえ逆境でも、前向きに捉えて努
力を続ける。するとその先で状況が
好転してくる。努力なしに状況は変
わらない。

状況の悪さを隠し立てせず、顧客や
取引先、社員に対して誠意を持った
説明をする。状況が伝わらなければ、
支援者も現れない。

ピンチに陥ると、自分のことしか考え
られなくなりがち。だが、そんな時こそ
周囲への感謝の気持ちを伝える。す
ると支援者も現れる。

エスエムイーパートナーズの川原
寿社長。経営コンサルタントとし
て、破綻寸前に陥った中小企業
の資金繰りを安定化させ、倒産か
ら救った数多くの経験を持つ
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け
れ
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繰
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。
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っ
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個
人
取
引
の
あ

っ
た
地
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融
機
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の
支
店
長
が
代
わ

り
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れ
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で
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経
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さ
ら
に
奇
跡
は
続
く
。
国
が
実
施
す

る
新
し
い
特
別
保
証
制
度
に
よ
り
、
こ

の
会
社
の
資
金
調
達
が
可
能
に
な
っ
た

の
だ
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今
で
は
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は
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績
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持
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、
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安
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し
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。
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も
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、
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。
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だ
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。
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だ
ろ
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“あきらめない”が成功のカギ
逆風をはね退ける信念の経営
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あともう一歩を踏み止まる力
とど

せ    い

　「このピンチは乗り越えられない」と経営者が
感じた時でも、冷静に考えれば「まだ打つ手が
ある場合が少なくない」と川原氏は指摘する。
　ピンチの下でも自分の生活水準は以前のま
まで、浪費を続けていたり、広い土地を保有し
ていたり、自社ビルを自社だけで専有していた
り。それを改善するだけで、生き残る可能性が

はるかに高くなる。
　生活水準を下げ、土地を売却し、自社ビル
の一部を賃貸物件にする。こうした手法で「思
ったよりも早く復活する会社もある」という。
　経営者が積極的に努力し、浪費に当たる部
分を徹底的に排除する。その土壇場の頑張り
で、生き延びることができるのだ。

　経営者の中には、ピンチに陥った時に「自
分の所為ではない。世の中が悪いのだ」と自
己逃避する傾向がある人がいるという。
　「だが経営者であるからには、『すべての責任
を自分が負う』気概が必要」と川原氏は言う。
　たとえば不況や為替変動のような国家レベ
ルの影響についてでも「自分の力で世の中を

良い方向へ変えられるのではないか」と前向き
に受け止めることが肝要だ。
　中小企業の経営者ではどうしようもないこと
かもしれない。だが、そういう気持ちで前向きに
行動する経営者には魅力がある。社員や取引
先からも信頼される。些細な困難では揺るがな
い強い絆が生まれるのだ。

　創業社長には、長年、苦楽を共にした参謀
がいるだろう。だが事業を受けついだ後継社長
は、先代からの人材を引き継ぐことになる。結
果的に後継社長は、自分を支える人材を見出
しにくい環境にいる。
 「経営の相談相手がいないため、問題を一人
で抱え込む後継社長が多い」と川原氏は言う。

　ピンチの時、経営者は冷静さを失いやすい。
頭に血が上り、怒りっぽくなったり、必要以上
に落ち込んで、ふさぎ込んだり。そんな経営者
に、冷静な視点でアドバイスできる参謀がいれ
ば、ピンチを克服する方法を多角的に検証でき
る。信頼して相談できるナンバー２をつくること
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